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一周忌一周忌一周忌一周忌    平成 27 年(2015 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    平成 26 年(2014 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 22 年(2010 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 16 年(2004 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 12 年(2000 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 4 年(1992 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    昭和 59 年(1984 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 42 年(1967 年)亡 

＜発行元・問い合わせ＞        
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〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３  電話 0799-22-4798 
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（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ④④④④        ～～～～    仏仏仏仏

ぶっ

    花花花花

か

    にににに    つつつつ    いいいい    てててて    ～～～～    

このコーナーでは、皆さんのご家庭にあるお内仏（仏壇）についてのアレコレを連載します。 

                    今回はお花を備

そな

えることについてみていきます。 

花

か

瓶

ひん

を左の写真の位置に置き、四季折々の木に咲く 

花、草花などをとりまぜて挿します。お仏花には常 

に生花を用います。なお、中陰中には色花は用いま 

せん。 

  では、なぜ生花を用いるのかについて少し考えてみ 

 たいと思います。切った生花は、お水を差さなけれ

ば枯れてしまいます。もっといえば、水を差していても、いずれ花は必ず枯れてしまいます。

このことは、私たちが誰一人として例外なく、いずれ必ず死を迎えるこの身を生きているとい

うことを教えてくださる仏さまのはたらきを表しているともいえます。不平等なことだらけの

世の中にあって、「死」は一切の人が平等に背負う真実です。自分の思いどおりにならない、ま

まならないこの人生の象徴といってもいいかもしれません。 

 ともすれば、私たちはお花を仏さまに「供

そな

える」と思いがちですが、お花は仏さまの方では

なく、私に向けて備

そな

えるのです。そして、「供える」ではなく「備える」という字を使うことに

も注目してみてください。備品の「備」には、「不足なくすでに備わっているもの」という意味

があります。仏さまの世界、「お浄土

じょうど

」にすでに備わっているはたらきを、人間の目に見える形

で、私が代わりに「備える」のです。そして、お花を備えたご本尊の前に身を据えて手を合わ

せ、「死」を背負いながらも今ここに在る、誰にも代わることも代わってもらうこともできない

「私」を確かめる営みが、お内仏

ないぶつ

の前に座るということなのです。  (浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

) 
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